
(57)【要約】

【課題】複数の回線の夫々から受信したセルを、その複

数の回線の夫々におけるセル遅延やセル揺らぎに拘わら

ず適正な順序に並べることのできるネットワークシステ

ムを提供すること。

【解決手段】送信部２２は、複数のセルＳの夫々を複数

の回線α１～α３の何れかへ所定の割振順で周期的に割

り振る。続いて、送信部２２は、同一の周期にて複数の

回線α１～α３の夫々に割り振られる各セルＳに対して

同一のセルブロック番号Ｄを付加する。そして、各セル

Ｓを対応する回線へ送出する。受信部３２は、送信部２

２から送出された複数のセルＳを複数の回線α１～α３

の夫々から受信する毎に、同一のセルブロック番号Ｄが

付加されたセルＳを割振順に従った順序に並べる。
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【特許請求の範囲】

【請求項１】複数の回線を有する網に接続され、所定順

序を有する複数のセルの夫々を前記複数の回線の何れか

へ所定の割振順で周期的に割り振るとともに、同一の周

期にて前記複数の回線の夫々に割り振られる各セルに対

して同一のセルブロック番号を付加する送信手段と、

前記複数の回線を有する網に接続され、前記送信手段か

ら送信されたセルを前記複数の回線の夫々から受信する

毎に、受信した複数のセルのうち同一のセルブロック番

号が付加されたセルを前記割振順に従った順序に並べる

受信手段とを備えたネットワークシステム。

【請求項２】第１の回線から受信するセル列のセルを複

数の第２の回線に分配して伝送し、前記複数の第２の回

線から夫々受信するセルを一つのセル列に多重して第３

の回線を使って伝送するネットワークシステムにおい

て、

前記第１の回線から受信する各セルについて、前記セル

列における順序に関する情報たる順序情報を生成する生

成手段と、

前記生成手段により生成した前記順序情報を各セルのヘ

ッダに設定する設定手段と、

前記設定手段によって前記順序情報がヘッダに設定され

たセルを、前記複数の第２の回線の何れかへ分配する分

配手段と、

前記複数の第２の回線から受信するセルを、前記順序情

報に基づいて整列させて一つのセル列に多重する整列手

段と、

前記整列手段により整列されたセル列を、前記第３の回

線へ伝送する伝送手段とを備えたことを特徴とするネッ

トワークシステム。

【請求項３】複数の回線の夫々からセルを受信した際

に、受信した複数のセルのうちヘッダに同一のセルブロ

ック番号が格納されたセルを抽出し、抽出したセルを所

定の割振順に並べる受信装置に対し、前記複数の回線を

介して接続される送信装置であって、

前記所定順序を有する複数のセルの夫々を前記複数の回

線の何れかへ所定の割振順で周期的に割り振り、同一の

周期にて前記複数の回線の夫々に割り振られる各セルに

対して同一のセルブロック番号を付加し、セルブロック

番号を付加した各セルを前記複数の回線の何れかを通じ

て前記受信装置に送信することを特徴とする送信装置。

【請求項４】各セルの一般的フロー制御情報格納領域に

前記セルブロック番号を付加することを特徴とする請求

項３記載の送信装置。

【請求項５】前記所定順序を有する複数のセルを生成す

るセル生成部をさらに備えたことを特徴とする請求項３

記載の送信装置。

【請求項６】前記所定順序を有する複数のセルを伝送す

る網が接続されていることを特徴とする請求項３記載の

送信装置。

【請求項７】前記所定順序を有する複数のセルの夫々を

入力された切替信号に応じて前記複数の回線の何れかへ

送出するセレクタと、前記セレクタに切替信号を与える

切替制御部と、前記切替信号に応じたセルブロック番号

を生成するブロック番号生成部と、前記ブロック番号生

成部からセルブロック番号を受け取り前記セレクタから

送出されたセルに付加するブロック番号付加部とを有す

ることを特徴とする請求項３記載の送信装置。

【請求項８】第１の回線から受信するセル列のセルを複

数の第２の回線に分配して伝送する送信装置において、

前記第１の回線から受信する各セルについて、前記セル

列における順序に関する情報を生成する生成手段と、

前記生成手段により生成した前記順序情報を各セルのヘ

ッダに設定する設定手段と、

前記設定手段からのセルを、前記複数の第２の回線へ分

配する分配手段とを備えたことを特徴とする送信装置。

【請求項９】所定順序を有する複数のセルの夫々を複数

の回線の何れかへ所定の割振順で周期的に割り振るとと

もに、同一の周期にて前記複数の回線の夫々に割り振ら

れる各セルに対して同一のセルブロック番号を付加し、

セルブロック番号を付加した各セルを前記複数の回線の

何れかへ送出する送信装置に対し、前記複数の回線を介

して接続された受信装置であって、

前記送信手段から送信されたセルを前記複数の回線の夫

々から受信する毎に、受信した複数のセルのうち同一の

セルブロック番号が付加されたセルを前記割振順に従っ

た順序に並べることを特徴とする受信装置。

【請求項１０】前記割振順に従って並べられたセルの夫

々を順次受信するセル受信部をさらに備えることを特徴

とする請求項９記載の受信装置。

【請求項１１】前記割振順に従って並べられたセルの夫

々を順次受け取って夫々の送信先へ向けて伝送する網が

接続されている請求項９記載の受信装置。

【請求項１２】前記送信装置から送信された同一のセル

ブロック番号が付加された全てのセルを受信しない場合

には、受信した同一のセルブロック番号が付加されたセ

ルのみを前記割振順に従って並べることを特徴とする請

求項９記載の受信装置。

【請求項１３】前記複数の回線の夫々から転送されてき

たセルを格納するセル保持部と、前記セル保持部から同

一のセルブロック番号が付加された複数のセルを受け取

りこれらを前記割振順に従って並べるセル多重部と、前

記セル保持部に格納された各セルのセルブロック番号を

チェックし同一のセルブロック番号を有する各セルを前

記セル多重部へ向けて送出させるブロック番号チェック

部とからなることを特徴とする請求項９記載の受信装

置。

【請求項１４】複数の第１の回線から受信した複数のセ

ルを１つのセル列に多重して第２回線を使って伝送する

受信装置において、
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前記複数の第１の回線から受信した複数のセルを、これ

らのセルのヘッダに格納されたセルの順序に関わる情報

に基づいて整列させて１つのセル列に多重する整列手段

と、

前記整列手段により整列されセル列を、前記第２の回線

へ伝送する伝送手段とを備えたことを特徴とする受信装

置。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明の属する技術分野】本発明は、例えば、高帯域レ

ートのネットワークにて生成された高帯域セル列をなす

複数のセルを、低帯域レートの複数の回線を用いて伝送

する際に用いられるネットワークシステム，送信装置，

及び受信装置に関する。

【０００２】

【従来の技術】ネットワークにおいて、高帯域セルレー

トのＡＴＭセル(高帯域セル列)を送信するのに十分な容

量の回線がない場合には、高帯域セル列を複数の低速回

線に対応する低帯域セル列に分割して送信する必要があ

る。このため、高帯域セル列を複数の低帯域セル列に分

割し送受信する回線分割セル通信機能を備えたネットワ

ークシステムが知られている。

【０００３】例えば、回線分割セル通信機能を備えたネ

ットワークシステムには、(１)ＯＣ３Ｃ等の高速ＵＮＩ

(User Network Interface)を介して受信した高帯域セル

列を低速ＵＮＩに分離して送信する帯域分離装置，及び

低速ＵＮＩから受信した低帯域セル列を多重して高帯域

セル列を生成する帯域多重装置とを備えたネットワーク

システム，或いは、(２)高帯域セル列を生成しこの高帯

域セル列をなす複数のセルの夫々を複数の低速ＵＮＩに

割り振って送信する低速回線高帯域装置，及び複数の低

速ＵＮＩを介して受け取った複数のセルを高帯域セル列

に復元して受信する低速回線高帯域装置を備えたネット

ワークシステムがある。

【０００４】図２５は、帯域分離装置５及び帯域多重装

置６を備えたネットワークシステムの構成例を示す図で

ある。図２５に示したネットワークシステムは、高速Ａ

ＴＭ網間の中継網として低速ＡＴＭ網が接続されたネッ

トワークシステムであり、図２５の紙面の左側から右側

へ向かってデータ(セル)が伝送される場合における構成

が示されている。

【０００５】図２５において、帯域分離装置５と帯域多

重装置６の夫々は、複数の低速回線(図２５では３本の

低速回線α１～α３)を備えた低速ＡＴＭ網７に低速Ｕ

ＮＩを介して接続されている。帯域分離装置５には、デ

ータ端末装置(ＤＴＥ)１ａ,１ｂが夫々接続された顧客

宅内機器(ＣＰＥ：Customer Premises Equipment)２ａ

が高速ＵＮＩを介して接続されている。帯域多重装置６

には、ＤＴＥ１ｃ,１ｄが夫々接続されたＣＰＥ２ｂが

高速ＵＮＩを介して接続されている。

【０００６】上述したネットワークシステムにおいて、

例えば、ＤＴＥ１ａがＤＴＥ１ｃへデータを送信し、Ｄ

ＴＥ１ｂがＤＴＥ１ｄへデータを送信するとする。この

場合には、ＤＴＥ１ａからＤＴＥ１ｃを送信先としてデ

ータを格納したセルＸ１,Ｘ２,・・・,Ｘｎが送出さ

れ、ＤＴＥ１ｂからＤＴＥ１ｄを送信先としてデータを

格納したセルＹ１,Ｙ２,・・・,Ｙｎが送出される。

【０００７】すると、ＣＰＥ２ａは、ＤＴＥ１ａ及びＤ

ＴＥ１ｂから受信した複数のセルを受信順に多重化し帯

域分離装置５へ送出する。このとき、ＣＰＥ２ａから送

出された複数のセルは、例えば、セルＸ１,セルＸ２,セ

ルＹ１,セルＹ２,・・の順をなす１つの高帯域セル列を

形成する。

【０００８】帯域分離装置５は、上述した高帯域セル列

をなす複数のセルをＣＰＥ２ａから受け取ると、各セル

をその受信順で各低速回線α１～α３に周期的(サイク

リック)に割り振る。例えば、帯域分離装置５は、セル

Ｘ１を低速回線α１へ送出し、セルＸ２を低速回線α２

へ送出し、セルＹ１を低速回線α３へ送出し、セルＹ２

を低速回線α１へ送出する。これによって、高帯域セル

列が、各低速回線α１～α３を通じて伝送される３つの

低帯域セル列に分割される。このようにして形成された

３つの低帯域セル列は、各低速回線α１～α３を通じて

帯域多重装置６へ転送される。

【０００９】帯域多重装置６は、低速回線α１～α３の

夫々から低帯域セル列を受け取り、これらを多重化して

元の高帯域セル列を復元する。即ち、帯域多重装置６

は、各低帯域セル列をなす複数のセルを受け取ると、こ

れらから元の高帯域セル列を形成しＣＰＥ２ｂへ転送す

る。

【００１０】ＣＰＥ２ｂは、帯域多重装置６から高帯域

セル列をなす複数のセルを受け取ると、各セルに格納さ

れた接続アドレス情報(送信先の情報)に基づいて、セル

Ｘ１～Ｘｎを帯域多重装置６からの受信順でＤＴＥ１ｃ

へ転送する。また、セルＹ１～Ｙｎを帯域多重装置６か

らの受信順でＤＴＥ１ｄへ転送する。このようにして、

ＤＴＥ１ｃがＤＴＥ１ａから送信されたデータを受信

し、ＤＴＥ１ｄがＤＴＥ１ｃから送信されたデータを受

信する。

【００１１】ところで、低速ＡＴＭ網７内のセルの揺ら

ぎが０で、セルの遅延時間が全て同一であれば、帯域多

重装置６は各低速回線α１～α３から周期的に受信した

セルを用いてその受信順で高帯域セル列を形成すること

で、帯域分離装置５から送信された順(セルＸ１,セルＸ

２,セルＹ１,セルＹ２,・・の順)で高帯域セル列を生成

することができる。

【００１２】ところが、現実にはセルの遅延時間は低速

回線α１～α３毎に異なり、また、セル揺らぎも有限の

値を持っている。このため、帯域多重装置６には帯域分

離装置５からの送信順にセルが到着しない。従って、帯
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域多重装置６がセルの受信順で高帯域セル列を復元する

と、セルの順序がＤＴＥ１ａ又はＤＴＥ１ｂからの送信

順序と異なったものとなる。この場合には、受信先であ

るＤＴＥ１ｃ又はＤＴＥ１ｄに正確な順序でセルが到着

しない。この場合には、ＤＴＥ１ｃ又はＤＴＥ１ｄに送

信されたデータに誤りが生じ得る。

【００１３】これに対処すべく、帯域分離装置５は送信

部５ａを有し、帯域多重装置６は受信部６ａを有してい

る。そして、送信部５ａ及び受信部６ａは、帯域多重装

置６に複数の低帯域セル列から１つの高帯域セル列を適

正なセルの順序で生成させる。図２６は、図２５に示し

た帯域分離装置５(送信部５ａ)及び帯域多重装置６(受

信部６ａ)の動作例を示す図である。

【００１４】複数の低速回線α１～α３を通じて伝送さ

れた各低帯域セル列から高帯域セル列を適正なセルの順

序で生成するには、帯域多重装置６が低速ＡＴＭ網７内

の遅延を予め知っている必要がある。このため、帯域分

離装置５の送信部５ａは、トレーニングセルＴＲ１～Ｔ

Ｒ３を各低速回線α１～α２へ同一のタイミングで送信

する。そして、帯域多重装置６の受信部６ａが、各トレ

ーニングセルＴＲ１～ＴＲ３の受信時間より各低速回線

α１～α３の遅延時間を測定する。

【００１５】但し、受信部６ａは、トレーニングセルＴ

Ｒ１～ＴＲ３の送信時間が分からないため、トレーニン

グセルＴＲ１～ＴＲ３のうち最初に受信したトレーニン

グセルの受信時間を基準とした相対遅延時間(Ｔ１,Ｔ

２,・・・Ｔｎ：図２６に示す例ではｎ＝３)を測定す

る。

【００１６】続いて、受信部６ａは、トレーニングセル

ＴＲ１～ＴＲ３のうち、最も遅く受信したトレーニング

セルの相対遅延時間をＴmaxと定義する。図２６に示し

た例では、トレーニングセルＴＲ２が最も遅く受信され

ているので、このトレーニングセルＴＲ２の相対遅延時

間Ｔ２がＴmax(Ｔ２＝Ｔmax)となる。

【００１７】その後、帯域分離装置５が、高帯域セル列

をなすセルＰ１～Ｐ８を、３つの低帯域セル列(セルＰ

１,Ｐ４,Ｐ７からなるセル列，セルＰ２,Ｐ５,Ｐ８から

なるセル列，及びセルＰ３,セルＰ６からなるセル列)に

分離して低速回線α１～α３の夫々に送出する。受信部

６ａは、帯域多重装置６が低速回線α１～α３の夫々か

らセルを受信する毎に、各セルの受信時間に固定遅延時

間(Ｄ１,Ｄ２,・・・,Ｄｎ)を付加することによって時

間調整を行う。ここに、固定遅延時間は、最大相対遅延

時間Ｔmaxから各トレーニングセルＴＲ１～ＴＲ３に係

る相対遅延時間を引いた値(Ｄi＝Ｔmax－Ｔi：但し、i

＝１～ｎ)であり、各低速回線α１～α３毎に異なって

いる。

【００１８】この時間調整によって、セルの順序が、帯

域多重装置６の受信順から帯域分離装置５の送信順へ修

正される。図２６は、帯域分離装置５から低速回線α１

～α３へα１,α２,α３の順で送出されたセルＰ１～Ｐ

３が、帯域多重装置６にＰ１,Ｐ３,Ｐ２の順に受信さ

れ、受信部６ａによってＰ１,Ｐ２,Ｐ３の順に修正され

た例を示したものである。

【００１９】同様に、セルＰ４～セルＰ８についても、

帯域分離装置５から送出された順にセルの順序が修正さ

れる。そして、帯域多重装置６は、修正後のセルの順序

でセルＰ１～セルＰ８からなる高帯域セル列を形成し、

ＣＰＥ２ｂへ転送する。

【００２０】

【発明が解決しようとする課題】しかしながら、上述し

た従来におけるネットワークシステムには以下の問題が

あった。即ち、従来におけるネットワークシステムで

は、帯域多重装置６に受信されるセル毎に遅延調整がな

される。このため、高帯域セル列が低速回線α１～α３

へ送出される前に、帯域分離装置５が帯域多重装置６へ

トレーニングセルＴＲ１～ＴＲ３を送出しなければなら

ない。従って、手順が煩雑となっていた。

【００２１】また、長時間の通信中には低速ＡＴＭ網７

内の特性が変化する場合があり、この場合には、各低速

回線α１～α３における遅延時間も変化するので、トレ

ーニングセルＴＲ１～ＴＲ３による遅延時間の測定結果

では適正に遅延時間の調整がなされなくなる場合があっ

た。

【００２２】さらに、低速ＡＴＭ網７内におけるセル揺

らぎが高帯域セル列のセル間隔よりも大きくなった場合

には、セル列の順序を調整できなくなってしまってい

た。本発明は上記問題に鑑みなされたものであり、複数

の回線の夫々から受信したセルを、その複数の回線の夫

々におけるセル遅延やセル揺らぎに拘わらず適正な順序

に並べることのできるネットワークシステム，送信装

置，及び受信装置を提供することを課題とする。

【００２３】

【課題を解決するための手段】本発明は、上述した課題

を解決するために以下の構成を採用する。すなわち、請

求項１の発明は、(１)複数の回線を有する網に接続さ

れ、所定順序を有する複数のセルの夫々を前記複数の回

線の何れかへ所定の割振順で周期的に割り振るととも

に、同一の周期にて前記複数の回線の夫々に割り振られ

る各セルに対して同一のセルブロック番号を付加する送

信手段と、(２)前記複数の回線を有する網に接続され、

前記送信手段から送信された複数のセルを前記複数の回

線の夫々から受信する毎に、受信した複数のセルのうち

同一のセルブロック番号が付加されたセルを前記割振順

に従った順序に並べる受信手段とを備えたネットワーク

システムである。

【００２４】請求項１の発明によれば、送信手段は、複

数のセルの夫々を複数の回線の何れかへ所定の割振順で

周期的に割り振る。続いて、送信手段は、同一の周期に

て複数の回線の夫々に割り振られる各セルに対して同一
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のセルブロック番号を付加する。そして、各セルを対応

する回線へ送出する。受信手段は、送信手段から送信さ

れた複数のセルを複数の回線の夫々から受信する毎に、

同一のセルブロック番号が付加されたセルを割振順に従

った順序に並べる。従って、同一のセルブロック番号が

付加された複数のセルは、受信手段の受信順に拘わら

ず、割振順に従った順序に並べられる。即ち、送信手段

から送信された複数のセルが、低速ネットワークにおけ

るセルの遅延やセルの揺らぎによる影響を受けることな

く所定順序に並べられる。

【００２５】請求項２の発明は、第１の回線から受信す

るセル列のセルを複数の第２の回線に分配して伝送し、

前記複数の第２の回線から夫々受信するセルを一つのセ

ル列に多重して第３の回線を使って伝送するネットワー

クシステムにおいて、前記第１の回線から受信する各セ

ルについて、前記セル列における順序に関する情報たる

順序情報を生成する生成手段と、前記生成手段により生

成した前記順序情報を各セルのヘッダに設定する設定手

段と、前記設定手段によって前記順序情報がヘッダに設

定されたセルを、前記複数の第２の回線の何れかへ分配

する分配手段と、前記複数の第２の回線から受信するセ

ルを、前記順序情報に基づいて整列させて一つのセル列

に多重する整列手段と、前記整列手段により整列された

セル列を、前記第３の回線へ伝送する伝送手段とを備え

たことを特徴とする。

【００２６】請求項３の発明は、複数の回線の夫々から

セルを受信した際に、受信した複数のセルのうちヘッダ

に同一のセルブロック番号が格納されたセルを抽出し、

抽出したセルを所定の割振順に並べる受信装置に対し、

前記複数の回線を介して接続される送信装置であって、

前記所定順序を有する複数のセルの夫々を前記複数の回

線の何れかへ所定の割振順で周期的に割り振り、同一の

周期にて前記複数の回線の夫々に割り振られる各セルに

対して同一のセルブロック番号を付加し、セルブロック

番号を付加した各セルを前記複数の回線の何れかを通じ

て前記受信装置に送信することを特徴とする。

【００２７】請求項４の発明は、請求項３の送信装置

が、各セルにおける一般的フロー制御情報格納領域に前

記セルブロック番号を付加することで、特定したもので

ある。請求項５の発明は、請求項３の送信装置が、前記

所定順序を有する複数のセルを生成するセル生成部を備

えたことで、特定したものである。

【００２８】請求項６の発明は、請求項３の送信装置に

は、前記所定順序を有する複数のセルを伝送する網が接

続されていることで、特定したものである。請求項７の

発明は、請求項３の送信装置が、前記所定順序を有する

複数のセルの夫々を入力された切替信号に応じて前記複

数の回線の何れかへ送出するセレクタと、前記セレクタ

に切替信号を与える切替制御部と、前記切替信号に応じ

たセルブロック番号を生成するブロック番号生成部と、

前記ブロック番号生成部からセルブロック番号を受け取

り前記セレクタから送出されたセルに付加するブロック

番号付加部とを有することを特徴とする。

【００２９】請求項８の発明は、第１の回線から受信す

るセル列のセルを複数の第２の回線に分配して伝送する

送信装置において、前記第１の回線から受信する各セル

について、前記セル列における順序に関する情報を生成

する生成手段と、前記生成手段により生成した前記順序

情報を各セルのヘッダに設定する設定手段と、前記設定

手段からのセルを、前記複数の第２の回線へ分配する分

配手段とを備えたことを特徴とする。

【００３０】請求項９の発明は、所定順序を有する複数

のセルの夫々を複数の回線の何れかへ所定の割振順で周

期的に割り振るとともに、同一の周期にて前記複数の回

線の夫々に割り振られる各セルに対して同一のセルブロ

ック番号を付加し、セルブロック番号を付加した各セル

を前記複数の回線の何れかへ送出する送信装置に対し、

前記複数の回線を介して接続された受信装置であって、

前記送信手段から送信されたセルを前記複数の回線の夫

々から受信する毎に、受信した複数のセルのうち同一の

セルブロック番号が付加されたセルを前記割振順に従っ

た順序に並べることを特徴とする。

【００３１】請求項１０の発明は、請求項９の受信装置

が、前記割振順に従って並べられたセルの夫々を順次受

信するセル受信部をさらに備えることで、特定したもの

である。

【００３２】請求項１１の発明は、請求項９の受信装置

には、前記割振順に従って並べられたセルの夫々を順次

受け取って夫々の送信先へ向けて伝送する網が接続され

ていることで、特定したものである。

【００３３】請求項１２の発明は、請求項９の受信装置

が、送信装置から送信された同一のセルブロック番号が

付加された全てのセルを受信しない場合には、受信した

同一のセルブロック番号が付加されたセルのみを前記割

振順に従って並べることで、特定したものである。

【００３４】請求項１３の発明は、請求項９の受信装置

が、前記複数の回線の夫々から転送されてきたセルを格

納するセル保持部と、前記セル保持部から同一のセルブ

ロック番号が付加された複数のセルを受け取りこれらを

前記割振順に従って並べるセル多重部と、前記セル保持

部に格納された各セルのセルブロック番号をチェックし

同一のセルブロック番号を有する各セルを前記セル多重

部へ向けて送出させるブロック番号チェック部とからな

ることを特徴とする。

【００３５】請求項１４の発明は、複数の第１の回線か

ら受信した複数のセルを１つのセル列に多重して第２回

線を使って伝送する受信装置において、前記複数の第１

の回線から受信した複数のセルを、これらのセルのヘッ

ダに格納されたセルの順序に関わる情報に基づいて整列

させて１つのセル列に多重する整列手段と、前記整列手
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段により整列されセル列を、前記第２の回線へ伝送する

伝送手段とを備えたことを特徴とする。

【００３６】

【発明の実施の形態】以下、本発明による実施の形態を

図面に基づいて説明する。

〔実施形態１〕最初に、本発明の実施形態１によるネッ

トワークシステムを説明する。

〈ネットワークシステムの全体構成〉図１は、実施形態

１によるネットワークシステムの全体構成図である。図

１に示したネットワークシステムは、高速ＡＴＭ網１

１,１２間の中継網として低速ＡＴＭ網１３が接続され

たネットワークシステムであり、図１の紙面の左側から

右側へ向かってデータ(セル)が送信される場合における

構成が示されている。

【００３７】図１において、帯域分離装置２０は、３つ

の低速回線α１～α３を介して低速ＡＴＭ網１３に接続

されている。帯域分離装置２０は、３つの低速回線α１

～α３に夫々対応する低速回線インターフェイス２３ａ

～２３ｃと、これらに接続された回線分割セル通信部

(送信部)２２と、送信部２２に接続された高速回線イン

ターフェイス２１とを備えている。

【００３８】高速ＡＴＭ網１１は、帯域分離装置２０に

接続されている。具体的には、高速ＡＴＭ網１１は、高

速回線インターフェイス２１に接続された高速ＵＮＩ１

１ｃと、高速ＵＮＩ１１ｃに接続されたＡＴＭ－ＳＷ１

１ｄと、ＡＴＭ－ＳＷ１１ｄに夫々接続された高速ＵＮ

Ｉ１１ａ,１１ｂと、ＡＴＭ－ＳＷ１１ｅに接続された

ＡＴＭ－ＳＷ１１ｅとを備えている。

【００３９】高速ＵＮＩ１１ａには、データ端末装置

(以下、「ＤＴＥ」という)１０ａ,１０ｂの夫々が、顧

客宅内機器(ＣＰＥ：Customer Premises Equipment)１

４ａを介して接続されている。また、高速ＵＮＩ１１ｂ

には、ＣＰＥ１４ｂを介してＤＴＥ１０ｃが接続されて

いる。なお、高速ＡＴＭ網１１のＡＴＭ－ＳＷ１１ｅに

は、図示せぬＵＮＩを介して図示せぬＤＴＥが接続され

ている。

【００４０】また、帯域多重装置３０は、３つの低速回

線α１～α３を介して低速ＡＴＭ網１３に接続されてい

る。帯域多重装置３０は、３つの低速回線α１～α３に

夫々対応する低速回線インターフェイス３１ａ～３１ｃ

と、これらに接続された回線分割セル通信部(受信部)３

２と、受信部３２に接続された高速回線インターフェイ

ス３３とを備えている。

【００４１】高速ＡＴＭ網１２は、高速回線インターフ

ェイス３３に接続されたＵＮＩ１２ｃと、ＵＮＩ１２ｃ

に接続されたＡＴＭ－ＳＷ１２ｄと、ＡＴＭ－ＳＷ１２

ｄに夫々接続されたＵＮＩ１２ａ,１２ｂとを備えてい

る。そして、ＵＮＩ１２ａにはＣＰＥ１４ｃを介してＤ

ＴＥ１０ｄが接続されており、ＵＮＩ１２ｂにはＣＰＥ

１４ｂを介してＤＴＥ１０ｅが接続されている。

【００４２】図２は、図１に示したネットワークシステ

ムにおいてデータ送信に際して用いられるセルＳ(ＡＴ

Ｍセル)のフォーマットを示す図である。セルＳは、５

バイトのヘッダ部Ｈ１と４８バイトのペイロード部ＰＬ

１とからなる。ヘッダ部Ｈ１には、セルＳの接続アドレ

ス情報たるＶＰＩ(仮想パス識別子)，及びＶＣＩ(仮想

チャネル識別子)を格納する領域，ＰＴ(ペイロードタイ

プ)を格納する領域，ＣＬＰビット(Cell Loss Priority

 bit：セル損失優先表示ビット)を格納する領域，ＨＥ

Ｃ(Header Error Control：ヘッダ誤り制御)情報を格納

する領域が、夫々設定されている。さらに、ヘッダ部Ｈ

１には、ＧＦＣ(Generic Flow Control：一般的フロー

制御)情報を格納するＧＦＣ領域２５が設定されてい

る。但し、ＧＦＣ領域２５は、標準的な使用方法が定め

られておらず、通常は使用されない空き領域となってい

る。また、ペイロード部ＰＬ１には、ユーザデータが格

納される。

【００４３】上述したセルＳは、高速ＡＴＭ網１１,１

２において、所定の伝送速度で伝送される。ここに、セ

ルＳは、高速ＡＴＭ網１１,１２では、国際的に統一さ

れた伝送速度であるＳＯＮＥＴ(Synchronous Optical N

etwork)の仕様の一つであるＯＣ３Ｃ(Optical Carrier

3 Concatenation)に従って伝送される。このＯＣ３Ｃ

は、ＳＤＨ(Synchronous Digital Hierarchy)のＳＴＭ

１に相当し、約１５５Ｍｂｐｓの速度を有している。

【００４４】具体的には、高速ＡＴＭ網１１,１２にお

ける高速ＵＮＩ１１ａ～１１ｃ，或いはＵＮＩ１２ａ～

１２ｃには、ＳＯＮＥＴベースのＵＮＩが用いられてい

る。セルＳは、高速ＵＮＩ１１ａ～１１ｃ，或いはＵＮ

Ｉ１２ａ～１２ｃにおいて、ＳＯＮＥＴフレームＦ１

(図３参照)に詰め込まれる。そして、ＳＯＮＥＴフレー

ムＦ１が高速ＡＴＭ網１１,１２内を伝送される。

【００４５】図３は、ＯＣ３Ｃに従ったＳＯＮＥＴフレ

ームＦ１のフォーマットを示す図である。図３におい

て、ＳＯＮＥＴフレームＦ１は、９０バイトのＯＣ３Ｃ

－ＯＨ(ＳＯＮＥＴオーバーヘッド)Ｈ２と、２３４０バ

イトのＯＣ３Ｃペイロード(ペイロード部)ＰＬ２とから

なる。ＳＯＮＥＴオーバーヘッドＨ２には、ネットワー

クの運用／管理に必要な情報が格納される。また、ペイ

ロード部ＰＬ２には、複数のセルＳが詰め込まれる。図

３では、簡略化して図示しているが、実際には３つのＯ

Ｃ１で伝送されるセルＳがバイト単位で多重される。

【００４６】また、セルＳは、低速ＡＴＭ網１３におい

ても、所定の伝送速度で伝送される。即ち、セルＳは、

例えばＤＳ３(約４５Mbps)に従って伝送される。具体的

には、低速ＡＴＭ網１３内には、セルＳは複数のフレー

ムＦ２(図４参照)に分割される。そして、複数のフレー

ムＦ２が低速ＡＴＭ網１３内を伝送される。

【００４７】図４は、ＤＳ３に従ったフレームＦ２のフ

ォーマットを示す図である。図４において、フレームＦ
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２は、１ビットの先頭フラグ２６と８４ビットのペイロ

ード部２７とからなり、８５ビットで構成される。１つ

のセルＳは複数の部分に分割され、これらの各部分はフ

レームＦ２のペイロード部２７に夫々格納される。

〈ネットワークシステムの動作〉次に、本実施形態によ

るネットワークシステムの動作を説明する。例として、

ＤＴＥ１０ａ及びＤＴＥ１０ｂの夫々からＤＴＥ１０ｄ

又はＤＴＥ１０ｅへデータを送信する場合における動作

を説明する。ＤＴＥ１０ａ又はＤＴＥ１０ｂから送信さ

れるデータは、複数のセルＳとしてＣＰＥ１４ａへ転送

される。ＣＰＥ１４ａは、ＤＴＥ１０ａから受け取った

複数のセルＳとＤＴＥ１０ｂから受け取った複数のセル

Ｓとを多重化して高速ＡＴＭ網１１へ転送する。

【００４８】高速ＡＴＭ網１１では、高速ＵＮＩ１１ａ

が、ＣＰＥ１４ａから転送された複数のセルＳをＳＯＮ

ＥＴフレームＦ１に詰め込み、このＳＯＮＥＴフレーム

Ｆ１をＡＴＭ－ＳＷ１１ｄへ転送する。

【００４９】ＡＴＭ－ＳＷ１１ｄは、ＵＮＩ１１ａから

受け取ったＳＯＮＥＴフレームＦ１から複数のセルＳを

取り出し、各セルＳに格納されたＶＰＩ,ＶＣＩに従っ

てセルＳを高速ＵＮＩ１１ｃ又はＡＴＭ－ＳＷ１１ｅへ

転送する。このとき、複数のセルＳのうち、ＤＴＥ１０

ｄ又はＤＴＥ１０ｅを送信先とするセルＳは高速ＵＮＩ

１１ｃへ転送される。高速ＵＮＩ１１ｃは、ＡＴＭ－Ｓ

Ｗ１１ｄから受け取った複数のセルＳをＳＯＮＥＴフレ

ームＦ１に詰め込み、帯域分離装置２０へ転送する。

【００５０】帯域分離装置２０では、高速回線インター

フェイス２１が、高速ＵＮＩ１１ｃからＳＯＮＥＴフレ

ームＦ１を受け取る。すると、高速回線インターフェイ

ス２１は、ＳＯＮＥＴフレームＦ１から複数のセルＳを

取り出して１列に並べ、送信部２２に対して順次送出す

る。これによって、送信部２２へ転送される複数のセル

Ｓが、高帯域セル列を形成する。

【００５１】送信部２２は、１つの高帯域セル列をなす

複数のセルＳを低速回線α１～α３に周期的に割り振

る。このとき、送信部２２は、低速回線α１～α３に設

定されている回線番号順に各セルＳを割り振る。本実施

形態では、低速回線α１に回線番号１が設定され、低速

回線α２に回線番号２が設定され、低速回線α３に回線

番号３が設定されている。従って、送信部２２は、複数

のセルＳをα１,α２,α３の順で低速回線α１～α３の

何れかに割り振る。

【００５２】具体的には、送信部２２は、高速回線イン

ターフェイス２１からセルＳを受け取る毎にそのセルＳ

を低速回線インターフェイス２３ａ～２３ｃの何れかへ

転送する。このとき、送信部２２は、低速回線α１～α

３の回線番号に従い、各セルＳを低速回線インターフェ

イス２３ａ，低速回線インターフェイス２３ｂ，低速回

線インターフェイス２３ｃの順で低速回線インターフェ

イス２３ａ～２３ｃの何れかに転送する。

【００５３】これによって、１つの高帯域セル列が３つ

の低帯域セル列に分割される。各低帯域セル列は、低速

回線インターフェイス２３ａ～２３ｃの何れかを介し、

低速回線α１～α３の何れかを通じて低速ＡＴＭ網１３

へ転送される。

【００５４】低速ＡＴＭ網１３では、低速ＵＮＩによっ

て、各低帯域セル列をなす複数のセルＳの夫々が複数の

フレームＦ２に格納され、低速ＡＴＭ網１３内を伝送さ

れる。そして、各フレームＦ２は、低速回線α１～α３

の何れかを通じて帯域多重装置３０に転送される。

【００５５】帯域多重装置３０では、低速回線インター

フェイス３１ａ～３１ｃの夫々が、低速ＡＴＭ網１３か

ら複数のフレームＦ２を受け取り、これらの複数のフレ

ームＦ２から複数のセルＳを復元する。続いて、低速回

線インターフェイス３１ａ～３１ｃの夫々は、復元した

複数のセルＳを１列に並べ低帯域セル列として受信部３

２へ転送する。

【００５６】受信部３２は、低速回線インターフェイス

３１ａ～３１ｃの夫々より送出された３つの低帯域セル

列から多重化することによって、１つの高帯域セル列を

形成し、高速回線インターフェイス３３へ転送する。即

ち、受信部３２は、各低帯域セル列をなす複数のセルＳ

を、帯域分離装置２０の高速回線インターフェイス２１

から送出された際におけるセルＳの順序で、高速回線イ

ンターフェイス３３に対して順次送出する。

【００５７】受信部３２から送出された高帯域セル列

は、高速回線インターフェイス３３を介して高速ＡＴＭ

網１２の高速ＵＮＩ１２ｃへ転送される。高速ＵＮＩ１

２ｃは、高帯域セル列をなす複数のセルＳを受け取る

と、これらの複数のセルＳをＳＯＮＥＴフレームＦ１に

詰め込んでＡＴＭ－ＳＷ１２ｄへ転送する。

【００５８】ＡＴＭ－ＳＷ１２ｄは、ＵＮＩ１２ｃから

ＳＯＮＥＴフレームＦ１を受け取ると、そのＳＯＮＥＴ

フレームＦ１から複数のセルＳを取り出すとともに、各

セルＳに格納されているＶＰＩ及びＶＣＩに基づいて各

セルＳをＵＮＩ１２ａ又はＵＮＩ１２ｂへ転送する。そ

して、ＡＴＭ－ＳＷ１２ｄからＵＮＩ１２ａへ転送され

た複数のセルＳは、ＣＰＥ１４ｃを介してＤＴＥ１０ｄ

に受信される。また、ＡＴＭ－ＳＷ１２ｄからＵＮＩ１

２ｂへ転送された複数のセルＳは、ＣＰＥ１４ｂを介し

てＤＴＥ１０ｅに受信される。

【００５９】なお、実際のネットワークシステムでは、

帯域分離装置２０及び帯域多重装置３０は、帯域分離装

置２０と帯域多重装置３０とを一体化した装置として構

成される。従って、実際のネットワークシステムでは、

ＤＴＥ１０ｄ又はＤＴＥ１０ｅからＤＴＥ１０ａ～１０

ｃの何れかへデータが転送される場合(図１の紙面の右

側から左側へセルＳが転送される場合)においても、上

述した動作と同様の動作が行われる。また、低速ＡＴＭ

網１３は、複数の物理回線のみからなるものであっても
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良い。

〈送信部及び受信部〉上述したネットワークシステムに

おいて、帯域分離装置２０の送信部２２は、１つの高帯

域セル列を３つの低帯域セル列に分割して低速ＡＴＭ網

１３へ転送する。また、帯域多重装置３０の３２は、低

速ＡＴＭ網１３から転送されてきた３つの低帯域セル列

を多重化して１つの高帯域セル列を復元する。このと

き、高帯域セル列をなす複数のセルＳの順序がネットワ

ークシステムにおけるセルの遅延や揺らぎによって帯域

分離装置２０側と帯域多重装置３０側とで異ならないよ

うに、送信部２２と受信部３２とは、夫々以下のように

構成されている。

〈送信部の構成〉図５は、図１に示した帯域分離装置２

０における送信部２２の構成図である。図５において、

送信部２２は、切り替え制御部４１，セレクタ４２，Ｃ

ＢＮ生成部４３，及びＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃから

なる。

【００６０】図６は、図５に示した切替制御部４１の構

成図であり、図７は、図６に示した切替制御部４１の動

作説明図である。切替制御部４１は、いわゆる１／３分

周の２ビットカウンタであり、その入力端子ＣＫには、

セルＳの先頭を示す信号であるセルパルスＣＰが入力さ

れる。セルパルスＣＰは、セルＳの先頭が検出される毎

に＂１＂となる。切替制御部４１からは、パルスＱ１と

パルスＱ２とがセルパルスＣＰの１周期毎に出力され

る。このパルスＱ１とパルスＱ２との組み合わせが、制

御信号Ｃとしてセレクタ４２に対して与えられる。な

お、セルパルスＣＰは、帯域分離装置２０に搭載された

図示せぬパルス発生回路から発せられる。

【００６１】ここに、パルスＱ１及びパルスＱ２は、図

７に示すように、ともにセルパルスＣＰの１周期の間

＂０＂(ＬＯＷ)となり、その後セルパルスＣＰの２周期

の間＂１＂(ＨＩＧＨ)となる動作を繰り返す。但し、パ

ルスＱ０はパルスＱ１よりも１周期遅れて立ち上がる。

従って、切替制御部４１からは、カウンタ値＂１＂(Ｑ

１＝０，Ｑ０＝１の場合)，カウンタ値＂２＂(Ｑ１＝

１，Ｑ０＝０の場合)，及びカウンタ値＂３＂(Ｑ１＝

１，Ｑ０＝１の場合)の夫々が、制御信号Ｃとしてセレ

クタ４２に対して周期的に与えられることとなる。本実

施形態では、＂１＂の制御信号Ｃが低速回線α１に対応

づけられ、＂２＂の制御信号Ｃが低速回線α２に対応づ

けられ、＂３＂の制御信号Ｃが低速回線α３に対応づけ

られている。

【００６２】図８は、図５に示したセレクタ４２の構成

図であり、図９は、図８に示したセレクタ４２の動作説

明図である。セレクタ４２は、高速回線インターフェイ

ス２１に接続された入力端子Ｐ，ＣＢＮ付加部４４ａに

接続された出力端子Ｑ１，ＣＢＮ付加部４４ｂに接続さ

れた出力端子Ｑ２，ＣＢＮ付加部４４ｃに接続された出

力端子Ｑ３，及び切替制御部４１に接続された制御端子

ＣＮＴＬを有している。入力端子Ｐには、セレクタ４２

に対する入力Ａ１として、高速回線インターフェイス２

１から送出された複数のセルＳ(高帯域セル列)が順次入

力される。セレクタ４２は、入力端子Ｐから入力された

セルＳを制御信号Ｃに従って出力端子Ｑ１～Ｑ３の何れ

かから送出する。

【００６３】即ち、セレクタ４２は、制御信号Ｃが

＂１＂である場合には、セルＳを出力端子Ｑ１から出力

Ｂ１として送出する。また、セレクタ４２は、制御信号

Ｃが＂２＂である場合には、セルＳを出力端子Ｑ２から

出力Ｂ２として送出する。また、セレクタ４２は、制御

信号Ｃが＂３＂である場合には、セルＳを出力端子Ｑ３

から出力Ｂ３として送出する。このように、高帯域セル

列をなす複数のセルＳは、セレクタ４２の出力端子Ｑ１

～Ｑ３の何れかから周期的に送出される。

【００６４】例えば、図９に示すように、高帯域セル列

をなす複数のセルＳとしてセルＰ１～Ｐ９が順次セレク

タ４２に入力されるとする。このとき、セレクタ４２に

は、切替制御部４１から制御信号Ｃが、＂１＂＂２＂

＂３＂の順で周期的に入力されるとする。すると、セレ

クタ４２は、制御信号Ｃに従って、セルＰ１を出力端子

Ｑ１から送出し、セルＰ２を出力端子Ｑ２から送出し、

セルＰ３を出力端子Ｑ３から送出する。続いて、セレク

タ４２は、セルＰ４を出力端子Ｑ１から送出し、セルＰ

５を出力端子Ｑ２から送出し、セルＰ５を出力端子Ｑ３

から送出する。同様にして、セレクタ４２は、セルＰ７

を出力端子Ｑ１から送出し、セルＰ８を出力端子Ｑ２か

ら送出し、セルＰ９を出力端子Ｑ３から送出する。

【００６５】これによって、１つの高帯域セル列が３つ

の低帯域セル列に分割される。そして、セレクタ４２の

出力端子Ｑ１から送出されたセルＳ(出力Ｂ１)は、ＣＢ

Ｎ付加部４４ａへ転送される。また、セレクタ４２の出

力端子Ｑ２から送出されたセルＳ(出力Ｂ２)は、ＣＢＮ

付加部４４ｂへ転送される。また、セレクタ４２の出力

端子Ｑ３から送出されたセルＳ(出力Ｂ３)は、ＣＢＮ付

加部４４ｃへ転送される。ＣＢＮ生成部４３は、セルブ

ロック番号(Cell Block Number：ＣＢＮ)Ｄを生成し、

生成したセルブロック番号ＤをＣＢＮ付加部４４ａ～４

４ｃの夫々へ転送する。図１０は、図５に示したＣＢＮ

生成部４３の構成図であり、図１１は、図１０に示した

ＣＢＮ生成部４３の動作説明図である。図１０におい

て、ＣＢＮ生成部４３は、デコーダ４３ａ，ＡＮＤ回路

４３ｂ～４３ｄ，及び４ビットカウンタ４３ｅからな

る。

【００６６】デコーダ４３ａには、切替制御部４１から

制御信号Ｃが入力される。デコーダ４３ａは、出力端子

Ｄ１～Ｄ３を有している。出力端子Ｄ１はＡＮＤ回路４

３ｂに接続されており、出力端子Ｄ２はＡＮＤ回路４３

ｃに接続されており、出力端子Ｄ３はＡＮＤ回路４３ｄ

に接続されている。また、ＡＮＤ回路４３ｂ～４３ｄに
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は、セルパルスＣＰが入力される。ＡＮＤ回路４３ｂの

出力端子は、４ビットカウンタ４３ｅ及びＣＢＮ付加部

４４ａに接続されている。また、ＡＮＤ回路４３ｂの出

力端子は、ＣＢＮ付加部４４ｂに接続されている。ま

た、ＡＮＤ回路４４ｄの出力端子は、ＣＢＮ付加部４４

ｃに接続されている。

【００６７】このデコーダ４３ａは、入力される制御信

号Ｃに応じて＂０＂(ＬＯＷ)の信号又は＂１＂(ＨＩＧ

Ｈ)の信号を出力端子Ｄ１～Ｄ３の夫々から出力する。

即ち、デコーダ４３ａは、＂１＂の制御信号Ｃが入力さ

れた場合には、出力端子Ｄ２,Ｄ３から＂０＂を出力

し、出力端子Ｄ１から出力Ｃ１として＂１＂を出力す

る。また、デコーダ４３ａは、＂２＂の制御信号Ｃが入

力された場合には、出力端子Ｄ１,Ｄ３から＂０＂を出

力し、出力端子Ｄ２から＂１＂を出力する。また、デコ

ーダ４３ａは、＂３＂の制御信号Ｃが入力された場合に

は、出力端子Ｄ１,Ｄ２から＂０＂を出力し、出力端子

Ｄ３から＂１＂を出力する。

【００６８】図１１に示すように、デコーダ４３ａから

出力された＂１＂の信号は、＂１＂のセルパルスＣＰと

ほぼ同時にＡＮＤ回路４３ｂに入力される。従って、デ

コーダ４３ａから＂１＂の出力Ｃ１が出力された場合に

は、ＡＮＤ回路４３ｂから＂１＂が出力Ｃ２として４ビ

ットカウンタ４３ｅに入力されるとともに、セルＳの先

頭を示す＂１＂のセルパルスＣＰ１がＣＢＮ付加部４４

ａに入力される。

【００６９】また、デコーダ４３ａの出力端子Ｄ２から

＂１＂が出力された場合には、この＂１＂の信号と

＂１＂のセルパルスＣＰとは、ＡＮＤ回路４３ｃにほぼ

同時に入力される。すると、ＡＮＤ回路４３ｃから

＂１＂のセルパルスＣＰ２が出力される。また、デコー

ダ４３ａの出力端子Ｄ３から＂１＂が出力された場合に

は、この＂１＂の信号と＂１＂のセルパルスＣＰとは、

ＡＮＤ回路４３ｄにほぼ同時に入力される。すると、Ａ

ＮＤ回路４３ｄから＂１＂のセルパルスＣＰ３がＣＢＮ

付加部４４ｃに入力される。

【００７０】４ビットカウンタ４３ｅは、ＡＮＤ回路４

３ｂから出力Ｃ２が入力される度にカウンタ値を１イン

クリメントする。但し、カウンタ値が＂１６＂の場合に

は、カウンタ値を＂０＂に戻す。この４ビットカウンタ

４３ｅのカウンタ値がセルブロック番号Ｄをなす。この

セルブロック番号Ｄは、ＡＮＤ回路４３ｂ～４３ｄの何

れかから出力された＂１＂のセルパルスＣＰ１～ＣＰ３

の何れかとともに、ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃの何れ

かに対して与えられる。

【００７１】即ち、デコーダ４３ａに入力された制御信

号Ｃが＂１＂の場合には、セルブロック番号ＤがＣＢＮ

付加部４４ａのみに与えられる。また、制御信号Ｃが

＂２＂の場合には、セルブロック番号ＤがＣＢＮ付加部

４４ｂのみに与えられる。また、制御信号Ｃが＂３＂の

場合には、セルブロック信号Ｄは、ＣＢＮ付加部４４ｃ

のみに与えられる。その後、再びデコーダ４３ａに

＂１＂の制御信号Ｃが入力された場合には、４ビットカ

ウンタ４３ｅのカウンタ値が１インクリメントされるの

で、ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃには、１インクリメン

トされたセルブロック番号Ｄが順次与えられることとな

る。

【００７２】図１２は、図５に示したＣＢＮ付加部４４

ａ～４４ｃの構成図であり、図１３は、図１２に示した

ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃの動作説明図である。ＣＢ

Ｎ付加部４４ａ～４４ｃは、夫々同一の構成を有してい

るので、ここではＣＢＮ付加部４４ａを例として説明す

る。図１２において、ＣＢＮ付加部４４ａは、入力端子

Ａ１と、入力端子Ａ２と、出力端子Ｂ１と，制御端子Ｃ

ＮＴＬとを有している。ＣＢＮ付加部４４ａの入力端子

Ａ１には、セレクタ４２からセルＳが入力される。入力

端子Ａ２には、ＣＢＮ生成部４３からセルブロック番号

Ｄが入力される。そして、制御端子ＣＮＴＬには、ＣＢ

Ｎ生成部４３からセルパルスＣＰ１が入力される。

【００７３】ＣＢＮ付加部４４ａは、ＣＢＮ生成部４３

から＂１＂のセルパルスＣＰ１を受け取ると、入力端子

Ａ１から入力されたセルＳに入力端子Ａ２から入力され

たセルブロック番号Ｄを付加する。このとき、ＣＢＮ付

加部４４ａは、セルＳのヘッダ部Ｈ１におけるＧＦＣ領

域２５(図２参照)にセルブロック番号Ｄを格納する。そ

して、セルブロック番号Ｄを付加したセルＳを出力端子

Ｂ１から送出する。

【００７４】図１３には、高帯域セル列をなすセルＰ１

～Ｐ９を送信部２２が受け取った場合におけるＣＢＮ付

加部４４ａの動作例が示されている。この場合には、セ

レクタ４２によって、セルＰ１,セルＰ４,及びセルＰ７

がＣＢＮ付加部４４ａに対して転送される(図９参照)。

【００７５】また、ＣＢＮ付加部４４ａに与えられるセ

ルブロック番号Ｄは、ＣＢＮ付加部４４ａに＂１＂の信

号が入力される度に１インクリメントされた値となる。

従って、ＣＢＮ付加部４４ａは、セルＰ１に例えば

＂０＂のセルブロック番号Ｄ(ＣＢＮ＝０)を付加した場

合には、セルＰ４には＂１＂のセルブロック番号Ｄ(Ｃ

ＢＮ＝１)を付加し、セルＰ７には＂２＂のセルブロッ

ク番号Ｄ(ＣＢＮ＝２)を付加することとなる。

【００７６】このように、ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃ

は、高帯域セル列をなす複数のセルＳに対し、低速回線

数Ｎ(本実施形態ではＮ＝３)毎に同一のセルブロック番

号Ｄを付加する。これによって、高帯域セル列をなす複

数のセルＳをブロック化し、セルブロックを定義する。

【００７７】なお、セルＳのＧＦＣ領域２５には４ビッ

トの情報を格納できるので、セルブロック番号Ｄには、

＂0000＂～＂1111＂の何れかに対応する１６種類の番号

を用いることができる。ＣＢＮ生成部４３の４ビットカ

ウンタ４３ｅは、このＧＦＣ領域２５に格納可能なビッ
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ト数を考慮して構成したものである。また、低速回線の

数Ｎは２以上であれば幾つでも良い。

【００７８】図１４は、図５に示した送信部２２全体の

動作例を示す図である。図１４には、高帯域セル列をな

す複数のセルＳとして、セルＰ１～セルＰ９が高速回線

インターフェイス２１から送信部２２に対して転送され

た場合における動作例が示されている。

【００７９】セレクタ４２は、セルＰ１を受け取ると、

切替制御部４１から入力された＂１＂の制御信号Ｃに従

って、セルＰ１をＣＢＮ付加部４４ａに与える。このと

き、ＣＢＮ付加部４４ａには、ＣＢＮ生成部４３から

＂１＂のセルパルスＣＰ１と＂０＂のセルブロック番号

Ｄとが与えられる。ＣＢＮ付加部４４ａは、＂１＂のセ

ルパルスＣＰ１に従って、セレクタ４２から受け取った

セルＰ１に＂０＂のセルブロック番号Ｄを付加し、セル

Ｐ１を出力Ｅ１として出力する。

【００８０】続いて、セレクタ４２は、セルＰ２を受け

取ると、切替制御部４１から入力された＂２＂の制御信

号Ｃに従って、セルＰ２をＣＢＮ付加部４４ｂに与え

る。このとき、ＣＢＮ付加部４４ｂには、ＣＢＮ生成部

４３から＂１＂のセルパルスＣＰ２と＂０＂のセルブロ

ック番号Ｄとが与えられる。ＣＢＮ付加部４４ｂは、

＂１＂のセルパルスＣＰ２に従って、セレクタ４２から

受け取ったセルＰ２に＂０＂のセルブロック番号Ｄを付

加し、セルＰ２を出力Ｅ２として出力する。

【００８１】続いて、セレクタ４２は、セルＰ３を受け

取ると、切替制御部４１から入力された＂３＂の制御信

号Ｃに従って、セルＰ３をＣＢＮ付加部４４ｃに与え

る。このとき、ＣＢＮ付加部４４ｂには、ＣＢＮ生成部

４３から＂１＂のセルパルスＣＰ１と＂０＂のセルブロ

ック番号Ｄとが与えられる。ＣＢＮ付加部４４ｃは、

＂１＂のセルパルスＣＰ３に従って、セレクタ４２から

受け取ったセルＰ３に＂０＂のセルブロック番号Ｄを付

加し、セルＰ３を出力Ｅ３として出力する。

【００８２】続いて、セレクタ４２は、セルＰ４を受け

取ると、切替制御部４１から入力された＂１＂の制御信

号Ｃに従って、セルＰ４をＣＢＮ付加部４４ａに与え

る。このとき、ＣＢＮ付加部４４ｂには、ＣＢＮ生成部

４３から＂１＂のセルブロック番号Ｄが与えられる。Ｃ

ＢＮ付加部４４ａは、セレクタ４２から受け取ったセル

Ｐ４に＂１＂のセルブロック番号Ｄを付加し、セルＰ４

を出力Ｅ１として出力する。

【００８３】その後、上述した動作がセルＰ５～セルＰ

９に対して行われる。これによって、ＣＢＮ付加部４４

ａからセルＰ１,セルＰ４,及びセルＰ７からなる低帯域

セル列が出力される。また、ＣＢＮ付加部４４ｂからセ

ルＰ２,セルＰ５,及びセルＰ８からなる低帯域セル列が

出力される。また、ＣＢＮ付加部４４ｃからセルＰ３,

セルＰ６,及びセルＰ９からなる低帯域セル列が出力さ

れる。

【００８４】このとき、ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃの

夫々によって、セルＰ１,セルＰ２,及びセルＰ３には、

＂０＂のセルブロック番号Ｄが付加される。また、セル

Ｐ４,セルＰ５,及びセルＰ６には、＂１＂のセルブロッ

ク番号Ｄが付加される。また、セルＰ７,セルＰ８,及び

セルＰ９には、＂２＂のセルブロック番号Ｄが付加され

る。

〈受信部の構成〉図１５は、図１に示した帯域多重装置

３０における受信部３２の構成図である。受信部３２

は、低速回線インターフェイス３１ａ～３１ｃに対応し

て設けられた受信セルバッファ部５１ａ～５１ｃと、こ

れらに接続されたセル多重部５２と、受信セルバッファ

部５１ａ～５１ｃ，及びセル多重部５２に接続されたＣ

ＢＮチェック部５２とからなる。

【００８５】この受信部３２には、低速回線インターフ

ェイス３１ａ～３１ｃから３つの低帯域セル列が入力さ

れる。また、受信セルバッファ部５１ａにセルＳが入力

された場合には、そのセルＳの先頭を示す＂１＂のセル

パルスＣＰ１が、受信セルバッファ部５１ａ，及びＣＢ

Ｎチェック部５２に入力される。

【００８６】また、受信セルバッファ部５１ｂにセルＳ

が入力された場合には、そのセルＳの先頭を示す＂１＂

のセルパルスＣＰ２が、受信セルバッファ部５１ｂ，及

びＣＢＮチェック部５２に入力される。さらに、受信セ

ルバッファ部５１ｃにセルＳが入力された場合には、そ

のセルＳの先頭を示す＂１＂のセルパルスＣＰ３が、受

信セルバッファ部５１ｃ，及びＣＢＮチェック部５２に

入力される。

【００８７】図１６は、図１５に示した受信セルバッフ

ァ部５１ａ～５１ｃの構成図であり、図１７は、図１６

に示した受信セルバッファ部５１ａ～５１ｃの動作説明

図である。但し、受信セルバッファ部５１ａ～５１ｃは

夫々同一の構成を有しているので、ここでは、受信セル

バッファ部５１ａを例として説明する。

【００８８】図１６に示すように、受信セルバッファ部

５１ａは、多段の格納領域を有するＦＩＦＯ(先入れ先

出し)である。受信セルバッファ部５１ａには、低速回

線インターフェイス３１ａから送出された低帯域セル列

をなす複数のセルＳが順次入力される。また、受信セル

バッファ部５１ａには、セルＳが入力される毎にそのセ

ルＳの先頭を示す＂１＂のセルパルスＣＰ１が入力され

る。また、受信セルバッファ部５１ａからは、その最終

段に格納されたセルＳのセルブロック番号ＤがＣＢＮチ

ェック部５２へ入力される。そして、受信セルバッファ

部５１ａは、ＣＢＮチェック部５２からセル送出信号

(＂１＂の出力Ｓ１)を受け取ると、その最終段に格納さ

れたセルＳをセル多重部５３に対して送出する。

【００８９】図１８は、図１５に示したＣＢＮチェック

部５２の構成図であり、図１９は、図１８に示したＣＢ

Ｎチェック部５２の動作説明図である。但し、図１８に
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は、低速ＡＴＭ網１３でのセル紛失がセル１６個あたり

１以下である場合の構成が示されている。図１８におい

て、ＣＢＮチェック部５２は、４ビットカウンタ７１

と、比較器７２～７４と、ＯＲ回路７５～７９と、ＡＮ

Ｄ回路８０～８４とからなる。

【００９０】ここに、４ビットカウンタ７１は、比較器

７２～７４及びＯＲ回路７５に夫々接続されている。４

ビットカウンタ７１は、＂0000＂～＂1111＂の１６種類

のカウンタ値の何れかを、チェック信号ＣＢとして比較

器７２～７４の夫々に与える。４ビットカウンタは、Ｏ

Ｒ回路７５から＂１＂の信号が入力されると、カウンタ

値を１インクリメントする。但し、カウンタ値が＂111

1＂の場合には、カウンタ値を＂0000＂に戻す。なお、

この４ビットカウンタ７１のカウンタ値は、送信部２２

の４ビットカウンタ４３ｅのカウンタ値と常に同じ値と

なるように設定されている。

【００９１】比較器７２は、入力端子Ａ１,Ａ２及び出

力端子Ｇ,Ｅを備えている。比較器７２の入力端子Ａ１

からは、受信セルバッファ部５１ａの最終段に存するセ

ルＳのセルブロック番号Ｄが入力される。また、比較器

７２の入力端子Ａ２からは、チェック信号ＣＢが入力さ

れる。比較器７２は、セルブロック番号Ｄとチェック信

号ＣＢとを対比する。このとき、比較器７２は、セルブ

ロック番号Ｄとチェック信号ＣＢとが等しい場合には、

出力端子Ｅから出力Ｅ１として＂１＂の信号を出力し、

ＯＲ回路７６,ＯＲ回路７９,及びＡＮＤ８０に夫々入力

する。また、比較器７２は、セルブロック番号Ｄがチェ

ック信号ＣＢよりも＂１＂だけ大きい場合には、出力端

子Ｇから出力Ｇ１として＂１＂の信号を出力し、ＯＲ回

路７６に入力する。

【００９２】比較器７３は、比較器７２と同様の構成を

有している。比較器７３の入力端子Ａ１からは、受信セ

ルバッファ部５１ｂの最終段に存するセルＳのセルブロ

ック番号Ｄが入力される。また、比較器７３の入力端子

Ａ２からは、チェック信号ＣＢが入力される。比較器７

３は、セルブロック番号Ｄとチェック信号ＣＢとを対比

し、両者が等しい場合には、出力端子Ｅから出力Ｅ２と

して＂１＂の信号を出力し、ＯＲ回路７７,ＯＲ回路７

９,及びＡＮＤ回路８１に夫々入力する。また、比較器

７３は、セルブロック番号Ｄがチェック信号ＣＢよりも

＂１＂だけ大きい場合には、出力端子Ｇから出力Ｇ２と

して＂１＂の信号を出力し、ＯＲ回路７７に入力する。

【００９３】比較器７４は、比較器７２と同様の構成を

有している。比較器７４の入力端子Ａ１からは、受信セ

ルバッファ部５１ｃの最終段に存するセルＳのセルブロ

ック番号Ｄが入力される。また、比較器７４の入力端子

Ａ２からは、チェック信号ＣＢが入力される。比較器７

４は、セルブロック番号Ｄとチェック信号ＣＢとを対比

し、両者が等しい場合には、出力端子Ｅから出力Ｅ３と

して＂１＂の信号を出力し、ＯＲ回路７８,ＯＲ回路７

９,及びＡＮＤ８２に入力する。また、比較器７４は、

セルブロック番号Ｄがチェック信号ＣＢよりも＂１＂だ

け大きい場合には、出力端子Ｇから出力Ｇ３として

＂１＂の信号を出力し、ＯＲ回路７８に入力する。

【００９４】なお、比較器７２～７４は、上述した場合

以外の場合には、各出力端子Ｅ又は各出力端子Ｇから

＂０＂の信号を出力する。ＯＲ回路７６は、比較器７２

から受け取った出力Ｅ１と出力Ｇ１との一方が＂１＂で

ある場合に、出力Ｆ１として＂１＂の信号をＡＮＤ回路

８４に入力する。また、ＯＲ回路７７は、比較器７３か

ら受け取った出力Ｅ２と出力Ｇ２との一方が＂１＂であ

る場合に、出力Ｆ２として＂１＂の信号をＡＮＤ回路８

４に入力する。また、ＯＲ回路７８は、比較器７４から

受け取った出力Ｅ３又は出力Ｇ３の一方が＂１＂である

場合に、出力Ｆ３として＂１＂の信号をＡＮＤ回路８４

に入力する。また、ＯＲ回路７９は、上述した出力Ｅ

１,出力Ｅ２,及び出力Ｅ３の何れかが＂１＂である場合

に、出力Ｆ４として＂１＂の信号をＡＮＤ回路８４に入

力する。

【００９５】ＡＮＤ回路８４は、ＯＲ回路７６～７９の

夫々から受け取った出力Ｆ１,出力Ｆ２,出力Ｆ３,及び

出力Ｆ４の全てが＂１＂である場合に、出力Ｈとして

＂１＂の信号をＡＮＤ回路８０～８２の夫々に入力す

る。

【００９６】ＡＮＤ回路８３には、上述したセルパルス

ＣＰ１～ＣＰ３が夫々入力される。ＡＮＤ回路８３は、

セルパルスＣＰ１～ＣＰ３の全てが＂１＂である場合

に、＂１＂の信号をＡＮＤ回路８０～８２の夫々に入力

する。

【００９７】ＡＮＤ回路８０は、比較器７２からの出力

Ｅ１，ＡＮＤ回路８４からの出力Ｈ，及びＡＮＤ回路８

３の出力の全てが＂１＂である場合に、出力Ｓ１として

＂１＂の信号を受信セルバッファ部５１ａ及びセル多重

部５３に対して出力する。また、出力Ｓ１は、ＯＲ回路

７５にも入力される。

【００９８】ＡＮＤ回路８１は、比較器７３からの出力

Ｅ１，ＡＮＤ回路８４からの出力Ｈ，及びＡＮＤ回路８

３の出力の全てが＂１＂である場合に、出力Ｓ２として

＂１＂の信号を受信セルバッファ部５１ｂ及びセル多重

部５３に対して出力する。また、出力Ｓ２は、ＯＲ回路

７５にも入力される。

【００９９】ＡＮＤ回路８２は、比較器７４からの出力

Ｅ１，ＡＮＤ回路８４からの出力Ｈ，及びＡＮＤ回路８

３の出力の全てが＂１＂である場合に、出力Ｓ３として

＂１＂の信号を受信セルバッファ部５１ｃ，及びセル多

重部５３に対して出力する。また、出力Ｓ３は、ＯＲ回

路７５にも入力される。

【０１００】なお、ＡＮＤ回路８０～８３の夫々は、上

述した場合以外の場合には、＂０＂の信号を出力する。

ＯＲ回路７５は、ＡＮＤ回路８０からの信号Ｓ１，ＡＮ
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Ｄ回路８１からの信号Ｓ２，ＡＮＤ回路８２からの信号

Ｓ３の何れかが＂１＂である場合に、＂１＂の信号を４

ビットカウンタ７１に対して出力する。これによって、

４ビットカウンタ７１のカウンタ値が１インクリメント

される。

【０１０１】このように、ＣＢＮチェック部５３のＯＲ

回路７６～７９，及びＡＮＤ回路８４は、受信セルバッ

ファ５１ａ～５１ｃの各最終段にセルＳが存する場合に

動作する。そして、ＡＮＤ回路８０～８２の夫々は、チ

ェック信号ＣＢとセルブロック番号Ｄとが等しい場合に

は、＂１＂の信号を該当する受信セルバッファ部５１ａ

～５１ｃに同時に与える。各受信セルバッファ部５１ａ

～５１ｃは、ＣＢＮチェック部５２から＂１＂の信号を

受け取ると、その最終段に存するセルＳをセル多重部５

３に対してほぼ同時に転送する。これによって、ネット

ワークシステムにおける各セルＳの遅延や揺らぎが解消

される。その後、セル多重部５３による処理が行われ

る。

【０１０２】なお、ＡＮＤ回路８０～８２の全てから

＂１＂の信号が出力される場合には、受信セルバッファ

部５１ａ～５１ｃ内において、同一のセルブロック番号

Ｄを有する３つのセルがそろったこととなる。一方、Ａ

ＮＤ回路８０～８２の何れかから＂１＂の信号が出力さ

れない場合には、同一のセルブロック番号Ｄを有する３

つのセルの何れかが紛失したこととなる。

【０１０３】図２０は、図１５に示したセル多重部５３

の構成図であり、図２１は、図２０に示したセル多重部

５３の動作説明図である。図２０において、セル多重部

５３は、３つのセル保持部８６～８８からなる。セル保

持部８６は受信セルバッファ部５１ａに接続されてお

り、セル保持部８７は受信セルバッファ部５１ｂに接続

されており、セル保持部８８は受信セルバッファ部５１

ｃに接続されている。

【０１０４】セル保持部８６～８８の夫々は、対応する

受信セルバッファ部５１ａ～５１ｃから送出されたセル

Ｓを保持する。セル保持部８６には、ＣＢＮチェック部

５２のＡＮＤ回路８０(図１８参照)からの出力Ｓ１が入

力され、セル保持部８７には、ＡＮＤ回路８１からの出

力Ｓ２が入力され、セル保持部８８には、ＡＮＤ回路８

２からの出力Ｓ３が入力される。これらの出力Ｓ１～Ｓ

３は、対応するセル保持部８６～８８の何れかにほぼ同

時に入力される。

【０１０５】すると、セル多重部５３は、セル保持部８

６～８８の夫々に保持されたセルＳを並べて高帯域セル

列の一部を生成する。即ち、セル多重部５３は、セル保

持部８６～８８に保持されたセルＳを、低速回線α１～

α３の回線番号に従った順序に並べて出力する。出力さ

れた各セルＳは、図１に示す高速回線インターフェイス

３３を介して高速ＡＴＭ網１２へ転送される。

【０１０６】図２２は、図１５に示した受信部３２全体

の動作説明図である。図２２には、低速回線インターフ

ェイス３１ａから低帯域セル列をなす複数のセルＳとし

て、セルＰ１,セルＰ４,及びセルＰ７が送出され、低速

回線インターフェイス３１ｂから低帯域セル列をなす複

数のセルＳとしてセルＰ２,セルＰ５,及びセルＰ８が送

出され、低速回線インターフェイス３１ｃから低帯域セ

ル列をなす複数のセルＳとして、セルＰ３,セルＰ６,セ

ルＰ９が送出された際における受信部３２の動作が示さ

れている。

【０１０７】但し、各低速回線インターフェイス３１ａ

～３１ｃから夫々送出される３つの低帯域セル列は、セ

ルＰ１～セルＰ９をＰ１,Ｐ２,Ｐ３,Ｐ４,Ｐ５,Ｐ６,Ｐ

７,Ｐ８,Ｐ９の順に並べて形成された高帯域セル列が帯

域分離装置２０において３つに分割されたものとする。

【０１０８】図１５に示す各受信セルバッファ部５１ａ

～５１ｃは、対応する低速回線インターフェイス３１ａ

～３１ｃの何れかから送出された各セルＰ１～Ｐ９の何

れかを夫々格納する。続いて、各受信セルバッファ部５

１ａ～５１ｃの夫々は、自身の最終段にセルＰ１～Ｐ９

の何れかが格納されると、そのセルのＧＦＣ領域２５

(図２参照)に格納されたセルブロック番号ＤをＣＢＮチ

ェック部５２に入力し、ＣＢＮチェック部５２からの応

答を待つ状態となる。

【０１０９】このとき、セルＰ１～Ｐ３が、例えば、Ｐ

１,Ｐ３,Ｐ２の順で対応する受信セルバッファ部５１ａ

～５１ｃの何れかに受信されたとする。この場合には、

最初に、セルＰ１のセルブロック番号Ｄ(例えば、ＣＢ

Ｎ＝０)が、ＣＢＮチェック部５２に入力される。続い

て、セルＰ３のセルブロック番号Ｄ(例えば、ＣＢＮ＝

０)が、ＣＢＮチェック部５２に入力される。そして、

セルＰ２のセルブロック番号Ｄ(例えば、ＣＢＮ＝０)

が、ＣＢＮチェック部５２に入力される。

【０１１０】すると、ＣＢＮチェック部５２は、４ビッ

トカウンタ７１のカウンタ値(チェック信号ＣＢ)と各セ

ルブロック番号(ＣＢＮ＝０)とを夫々対比する。このと

き、カウンタ値が＂０＂を示す値となっていれば、各比

較器７２～７４は、各セルブロック番号Ｄとチェック信

号ＣＢとが等しいと判定する。これによって、ＣＢＮチ

ェック部５２から＂１＂の信号が各受信セルバッファ５

１ａ～５１ｃ，及びセル多重部５３の各セル保持部８６

～８８にほぼ同時に入力される。

【０１１１】これによって、各受信セルバッファ部５１

ａ～５１ｃの最終段に夫々存するセルＰ１～セルＰ３

が、セル多重部５３にほぼ同時に転送され、対応するセ

ル保持部８６～８８の何れかに夫々保持される。続い

て、セル保持部８６～８８に格納されたセルＰ１～Ｐ３

が、Ｐ１,Ｐ２,Ｐ３の順に並べられ、順次高速回線イン

ターフェイス３３へ転送される。

【０１１２】その後、受信セルバッファ部５１ａ～５１

ｃの最終段の夫々にセルＰ４～Ｐ６の何れかが格納され
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ると、セルＰ４～Ｐ６の各セルブロック番号(ＣＢＮ＝

１)がＣＢＮチェック部５２に入力される。すると、Ｃ

ＢＮチェック部５２，受信セルバッファ部５１ａ～５１

ｃ，及びセル多重部５３が上述した動作と同様の動作を

行い、セルＰ４～Ｐ６をＰ４,Ｐ５,Ｐ６の順で高速回線

インターフェイス３３へ転送する。

【０１１３】その後、受信部３２は、同一のセルブロッ

ク番号Ｄ(ＣＢＮ＝２)が付加されたセルＰ７～Ｐ９に対

して上述した動作を行い、セルＰ７～Ｐ９をＰ７,Ｐ８,

Ｐ９の順で高速回線インターフェイス３３へ転送する。

このようにして、３つの低帯域セル列が多重化され、１

つの高帯域セル列に復元される。このとき、セルＰ１～

Ｐ９に夫々付加されたセルブロック番号Ｄに基づいて、

送信部２２にて定義されたセルブロック毎に多重化が行

われる。

【０１１４】このため、低速ＡＴＭ網１３にて生じたセ

ルＳの遅延によってセルＳが帯域多重装置３０に受信さ

れる順序が変わったり、低速ＡＴＭ網１３にて生じたセ

ルＳの揺らぎによって帯域多重装置３０によるセルＳの

受信間隔が区々となったりした場合でも、高速回線イン

ターフェイス２１(図１参照)から送出された順序で高帯

域セル列を復元することができる。

【０１１５】また、セルＰ１～セルＰ９の何れか１つが

受信部３２に受信される前に紛失(欠落)した場合には、

受信部３２は、同一のセルブロック番号Ｄを有するセル

Ｓのみで多重化を行う。

【０１１６】例えば、図２３に示すように、上述した例

におけるセルＰ１～セルＰ９のうち、セルＰ１が低速Ａ

ＴＭ網１３で紛失したとする。この場合には、受信部３

２の受信セルバッファ部５１ａの最終段には、最初にセ

ルＰ４が格納される。このため、ＣＢＮチェック部５２

には、セルＰ４のセルブロック番号Ｄ(ＣＢＮ＝１)が入

力される。

【０１１７】すると、ＣＢＮチェック部５２の比較器７

２から出力Ｅ１の代わりに出力Ｇ１が出力されるので、

ＡＮＤ回路８０から出力Ｓ１として＂０＂の信号が出力

され、ＡＮＤ回路８１,８２から出力Ｓ２,Ｓ３として

＂１＂の信号が出力されることとなる。従って、セル多

重部５３には、セルＰ４は転送されず、セルＰ２及びセ

ルＰ３のみが転送される。そして、セル多重部５３がセ

ルＰ２とセルＰ３とで多重化を行うこととなる。

【０１１８】その後、４ビットカウンタ７１のカウンタ

値が１インクリメントされ、受信セルバッファ部５１ｂ

の最終段にセルＰ５が格納され、受信セルバッファ部５

１ｃの最終段にセルＰ６が格納される状態となる。これ

によって、セルＰ４は、セルＰ５及びセルＰ６とともに

セル多重部５３に転送され多重化されることとなる。

〈実施形態１の効果〉実施形態１によるネットワークシ

ステムによると、帯域分離装置２０が、高帯域セル列を

３つの低帯域セル列に分割し、各低帯域セル列を対応す

る３つの低速回線の何れかを用いて転送する。このと

き、帯域分離装置２０の送信部２２が、高帯域セル列を

なす複数のセルＳに対し、低速回線数(Ｎ＝３)毎に同一

のセルブロック番号Ｄを付加する。

【０１１９】また、帯域多重装置３０が、各低速回線を

通じて転送されてきた３つの低帯域セル列を多重化して

１つの高帯域セル列に復元する。このとき、帯域多重装

置３０の受信部３２が、３つの低帯域セル列をなす複数

のセルＳに夫々付加されたセルブロック番号Ｄに基づい

て、同一のセルブロック番号Ｄを有するセル毎に多重化

を行う。

【０１２０】このため、高帯域セル列をなす複数のセル

Ｓの順序が、低速ＡＴＭ網１３にて生じるセルＳの遅延

やセルＳの揺らぎに拘わらず、帯域分離装置２０側と帯

域多重装置３０側とで異なることがない。従って、ＤＴ

Ｅ１０ａ，ＤＴＥ１０ｂ，及びＤＴＥ１０ｃの何れかか

ら送信された複数のセルＳが、その送信順でＤＴＥ１０

ｄ又はＤＴＥ１０ｅに受信される。従って、ＤＴＥ間で

適正なデータ通信を行うことができる。

【０１２１】また、セルブロック番号Ｄを各セルＳの空

き領域であるＧＦＣ領域２５に格納するので、セルＳの

ヘッダ部Ｈ１及びペイロード部ＰＬ１に新たな領域を形

成する必要がない。即ち、実施形態１によるネットワー

クシステムには標準のセルＳを使用することができる。

【０１２２】また、従来におけるネットワークシステム

のように、トレーニングセルを送信することを要しない

ので、データ通信の手順を従来に比べて簡略化できる。

〔実施形態２〕次に、本発明の実施形態２によるネット

ワークシステムを説明する。図２４は、実施形態２によ

るネットワークシステムの全体構成図である。実施形態

２によるネットワークシステムは、実施形態１によるネ

ットワークシステムとほぼ同様の構成を有しているの

で、共通する構成には同一の符号を付して説明を省略

し、相違する構成についてのみ説明する。

【０１２３】図２４において、ネットワークシステム

は、低速回線高帯域装置(送信装置)１２０と低速回線高

帯域装置(受信装置)１３０との間を３つの低速回線α１

～α３を備えた低速ＡＴＭ網１３で接続することによっ

て構成されている。即ち、実施形態２によるネットワー

クシステムでは、送信装置１２０及び受信装置１３０が

ネットワークシステムにおける端末装置を構成する。

【０１２４】送信装置１２０は、図１に示した帯域分離

装置２０とほぼ同様の構成を有しており、図１に示した

高速回線インターフェイス２１の代わりに高帯域セル発

生部１２１を備えている。高帯域セル発生部１２１は、

例えばユーザからの要求に応じて上述した高帯域セル列

を送出する。

【０１２５】受信装置１３０は、図１に示した帯域多重

装置３０とほぼ同様の構成を有しており、図１に示した

高速回線インターフェイス３３の代わりに高帯域セル受
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信部１３３を備えている。高帯域セル受信部１３３は、

受信部３２から送出された高帯域セル列を受信する。

【０１２６】以上説明した以外の構成は、実施形態１に

よるネットワークシステムと同じである。そして、ネッ

トワークシステムの動作は、高帯域セル発生部１２１が

ＤＴＥ１０ａ～１０ｃに代わって高帯域セル列をなす複

数のセルＳを送信する点，及び高帯域セル受信部１３３

がＤＴＥ１０ｄ又はＤＴＥ１０ｅに代わって複数のセル

Ｓを受信する点を除き、実施形態１によるネットワーク

システムの動作と同じである。

【０１２７】実施形態２による効果は、実施形態１によ

る効果とほぼ同じである。なお、実施形態１によるネッ

トワークシステムは、帯域分離装置２０，高速ＡＴＭ網

１１，ＣＰＥ１４ａ,１４ｂ，及びＤＴＥ１０ａ～１０

ｃに代えて、送信装置１２０が接続されていても良い。

また、実施形態１によるネットワークシステムは、帯域

多重装置３０，高速ＡＴＭ網１２，ＣＰＥ１４ｃ,１４

ｄ，及びＤＴＥ１０ｄ,１０ｅに代えて、受信装置１３

０が接続されていても良い。

〔実施形態３〕次に、本発明の実施形態３を説明する。

但し、実施形態３は、実施形態１及び実施形態２とほぼ

同様であるので、相違点のみについて説明する。実施形

態１及び実施形態２におけるＣＢＮ生成部４３，及びＣ

ＢＮ付加部４４ａ～４４ｃは、同一の周期にて複数の低

速回線α１～α３の夫々に割り振られる各セルＳに対し

て、同一のセルブロック番号を付加する。

【０１２８】これに対し、実施形態３では、送信部２２

のＣＢＮ生成部４３が、セルブロック番号に代えて、１

つの高帯域セル列をなす各セルの順番を高帯域セル列を

なす複数のセルＳの順序に関する情報(順序情報)として

そのまま使用し、ＣＢＮ付加部４４ａ～４４ｃが、送信

部２２から送出する各セルＳのヘッダＨ１に順序情報を

付加する。従って、順序情報は、実施形態１及び実施形

態２と異なり、複数の低速回線α１～α３の夫々にセル

Ｓを割り振る周期とは全く無関係の情報となる。

【０１２９】即ち、帯域分離装置２０(図１,図２４参

照)では、高帯域セル列をなす複数のセルＳのヘッダＨ

１に高帯域セル列における順番が夫々付加され、高帯域

セル列をなす複数のセルＳが三つの低帯域セル列に分割

され、各低帯域セル列を対応する何れかの低速回線α１

～α３を用いて伝送される。

【０１３０】帯域多重装置３０では、各低速回線を通じ

て伝送されてきた三つの低帯域セル列をなす各セルＳの

ヘッダＨ１に付加された順序情報に基づいてセルＳの多

重が行われ、三つの低帯域セル列が一つの高帯域セル列

に復元される。

【０１３１】実施形態３によれば、セルＳの順序に関す

る情報として、高帯域セル列における各セルＳの順番が

そのまま使用されるので、帯域分離装置２０のＣＢＮ生

成部４３，及び帯域多重装置３０のＣＢＮチェック部５

２の構成を、実施形態１及び実施形態２に比べて簡略化

することができる。

【０１３２】

【発明の効果】本発明によるネットワークシステム，送

信装置，及び受信装置によると、複数の回線の夫々から

受信したセルを、その複数の回線の夫々におけるセル遅

延やセル揺らぎに拘わらず適正な順序に並べることがで

きる。従って、従来に比べてより適正にデータ通信を行

うことができる。

【図面の簡単な説明】

【図１】本発明の実施形態１によるネットワークシステ

ムの全体構成図

【図２】セルの説明図

【図３】ＳＯＮＥＴフレームのフォーマットの説明図

【図４】フレームのフォーマットの説明図

【図５】図１に示した送信部の構成図

【図６】図５に示した切替制御部の構成図

【図７】図６に示した切替制御部の動作説明図

【図８】図５に示したセレクタの構成図

【図９】図８に示したセレクタの動作説明図

【図１０】図５に示したＣＢＮ生成部の構成図

【図１１】図１０に示したＣＢＮ生成部の動作説明図

【図１２】図５に示したＣＢＮ付加部の構成図

【図１３】図１２に示したＣＢＮ付加部の動作説明図

【図１４】図５に示した送信部の動作説明図

【図１５】図１に示した受信部の構成図

【図１６】図１５に示した受信セルバッファ部の構成図

【図１７】図１６に示した受信セルバッファ部の動作説

明図

【図１８】図１５に示したＣＢＮチェック部の構成図

【図１９】図１８に示したＣＢＮチェック部の動作説明

図

【図２０】図１５に示したセル多重部の構成図

【図２１】図２０に示したＣＢＮチェック部の動作説明

図

【図２２】図１５に示した受信部の動作説明図

【図２３】図１５に示した受信部の動作説明図

【図２４】実施形態２によるネットワークシステムの構

成図

【図２５】従来技術の説明図

【図２６】従来技術の説明図

【符号の説明】

α１,α２,α３　　　低速回線(複数の回線)

Ｓ　　　　セル

１３　　　低速ＡＴＭ網(複数の回線を有する網)

２０　　　帯域分離装置

２２　　　回線分割セル通信部(送信手段)

２５　　　ＧＦＣ領域(一般的フロー制御情報格納領域)

３０　　　帯域多重装置

３２　　　回線分割セル通信部(受信手段)
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４１　　　切替制御部

４２　　　セレクタ

４３　　　ＣＢＮ生成部(ブロック番号生成部)

４４ａ,４４ｂ,４４ｃ　　　ＣＢＮ付加部(ブロック番

号付加部)

５１ａ,５１ｂ,５１ｃ　　　受信セルバッファ部(セル

保持部)

５２　　　ＣＢＮチェック部(ブロック番号チェック部)

５３　　　セル多重部

【図１】 【図２５】

＊

＊
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【図２】 【図３】

【図４】 【図５】

【図６】

【図７】

【図１２】 【図１６】
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【図８】 【図９】

【図１０】 【図１１】

【図１３】

【図１７】

【図２０】
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【図１４】

【図１５】
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【図１８】

【図１９】

【図２１】
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【図２２】
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【図２３】
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【図２４】
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【図２６】


